
講演会

日時 ２月７日（土）午後１時半から４時（開場：午後1時）
（時間：講演90分＋質疑30分＝120分）

場所 佐倉市立美術館４階ホール（約100席）（下図参照）
（京成佐倉駅から徒歩８分）

講師 玄幡 真美 所属：立教大学コミュニティ福祉学部（写真右）

げ ん ば ま み

講演内容

「日本の年齢差別はどこが問題かーアメリカ、ＥＵと比較してー」

主催 佐倉市民オンブズマン連絡会 資料代 ５００円をお願いします。
（問合先）佐倉市民オンブズマン連絡会 〒285－0011佐倉市山崎315-6 TEL＆FAX 043－485-5999

携帯090-9144－0676 E-mail fujisakir@sky.email.ne.jp（担当：奈良）

欧米社会では雇用における年齢差別禁止法が日本より早くできています。アメリカ、ＥＵ、
日本の各年齢差別の実態を比較することで、年齢差別問題に具体的に取り組むことができると
思います。現在、この方面の研究で活躍している玄幡真美（げんばまみ）氏（立教大学）に講

演をして頂きます。海外滞在も１０年を超え、年齢差別問題に関する新進気鋭の研究者です。

主催 佐倉市民オンブズマン連絡会

（会場）左図の佐倉市立美術館 ４階ホール
京成佐倉駅から南へ徒歩８分

（上野方面から成田方向を見て右側です）

〒285-0023
千葉県佐倉市新町210 TEL 043-485-7851

（駐車場は有りますがなるべく公共交通でどうぞ）

「日本の年齢差別はどこが問題か？」
―アメリカ、ＥＵ、日本を比較して―

これまでアメリカ、カナダに１０年以上滞在し、雇用差別に関する裁判事例なども研

究し、合理的年齢差別等の実態にも詳しく、著作は『年齢差別－仕事の場でなにが起き

ているか－』（岩波ブックレット）、『仕事における年齢差別－アメリカの経験から学

ぶ－』（お茶の水書房）ほか。

第2回 講演会 09年 ２月７日（土） 午後1時半～ 佐倉市立美術館４階ホール

誰にも生まれた日は変えられません。雇用における年齢差別等の
問題点を把握し、今後の私たちの取組みを探りましょう

1．日本の雇用状況 2．年齢差別/制限禁止にかかわる課題（高齢者、若者）
3．年齢差別禁止をめぐる欧米諸国と日本の政策・立法

―働きたい人、働く人への公正な雇用をめぐってどんな取り組みがされてきたのか―


